
まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

市
美
術
展
に
１
４
０
０
人

が
来
場

▲温かいしし鍋は大人気

し
し
鍋
ま
つ
り
に

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
が
集
結

▲作品を鑑賞する来場者

健
康
づ
く
り
講
演
会
に

６
０
０
人

　

11
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で
こ
く

ほ
健
康
づ
く
り
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
６
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、健
康
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
血
圧
測
定
や
血
管
の

老
化
度
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、

市
長
ほ
か
来
賓
の
あ
い
さ
つ
や
、
健

康
優
良
家
庭
へ
の
記
念
品
贈
呈
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
バ
カ
の
壁
」
の
作
家

で
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
養
老
孟
司

さ
ん
に
よ
る
『
脳
の
健
康 

か
ら
だ

の
健
康
』
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
養
老
さ
ん
の
淡
々
と
し
た

語
り
口
に
、
来
場
者
は
い
つ
の
ま
に

か
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
時
に
は
、
難
し
い
内

容
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
の
講

演
に
、
会
場
か
ら
は
笑
い

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
講
演
終
了
時
に
は
、

養
老
さ
ん
に
満
員
の
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
自
分

の
身
近
な
場
所
で
よ
い
講

演
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
」

「
内
容
が
少
し
難
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

▲講演する養老さん（中央公民館にて）

　

11
月
28
日
、
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
で
第
５
回
し
し
鍋
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ

り
に
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら

１
８
５
０
人
が
訪
れ
、
会
場
は
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
し
し
鍋
や
手
打
ち
常
陸

新
そ
ば
に
加
え
、
し
し
の
串
焼
き
や

天
然
キ
ノ
コ
の
け
ん
ち
ん
汁
、
い
も

が
ら
す
い
と
ん
な
ど
、
今
人
気
の
Ｂ

級
グ
ル
メ
が
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
、

訪
れ
た
人
は
お
い
し
い
料
理
を
堪た

ん
の
う能

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
筑
波
山
ガ
マ
の
油
売
り
口
上

や
夢
ひ
び
き
の
和
太
鼓
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
柿
の
皮
む
き
や
丸
太
切

り
、
さ
つ
ま
い
も
詰
め
放
題
な
ど

の
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
家
族
や

友
人
と
晩
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

11
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
の
５
日

間
、
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
の
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
で
、
第
51
回
石
岡
市
美
術

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
展
に
は
、
洋
画
・
美
術

工
芸
・
日
本
画
・
彫
刻
・
書
・
写
真
・

デ
ザ
イ
ン
の
７
部
門
に
、
２
１
２
人

の
市
民
の
２
５
５
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
５
日
間
で
お
よ
そ

１
４
０
０
人
が
来
場
し
、
力
作
ぞ
ろ

い
の
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

●
有
明
中
学
校

・「
い
ば
ら
き
教
育
の
日
」
推
進
協
議

会 

優
秀
標
語  

県
知
事
賞

　
　
　
　
　
　
　

 

２
年  

比
氣 

朋
訓

●
府
中
中
学
校

・
平
成
22
年
度
茨
城
県
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

中
学
校
部
門 

優
秀
賞　
　
　
　

  

３
年 

身
内 

香
苗

●
石
岡
小
学
校

・
茨
城
県
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ 

小
学
校   

低
学
年
部
門 

優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　

 

３
年 

田
上 

七
菜

・
平
成
22
年
度
優
秀
教
員
表
彰

　
　
（Teacher  of  Teachers

）

                  

養
護
教
諭  

渡
邊 

恭
子

＊
小
中
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報

に
基
づ
き
、
受
賞
者
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
学
年
は
、
受
賞
時
の
も
の
で

す
。【
敬
称
略
】

受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

広報いしおか　№１２８　１２



▲技能五輪で競技課題に取り組む野田美光さん

▲間伐の仕方を教わる参加者

親
と
子
の
体
験
学
習
に

40
人
が
参
加

　

12
月
11
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
茨
城
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
成
田
浩
一
理
事
長
）

が
、
親
子
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
環
境

教
育
を
目
的
と
し
て
、「
親
と
子
の

『
し
い
た
け
原
木
切
り
出
し
』
体
験

学
習
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、（
社
）
国
土
緑
化
推
進

機
構
の
緑
の
募
金
に
よ
る
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
、未
整
備
の
ナ
ラ
・

ク
ヌ
ギ
林
を
間
伐
し
、
そ
の
木
を
し

い
た
け
原
木
と
し
て
利
活
用
す
る
も

の
で
、
つ
く
ば
ね
森
林
組
合
、
杣そ

ま
び
と人

の
会
、
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

教育委員会委員（再任）
　　寺門　信行さん

新
し
い
教
育
委
員
会

委
員
・
教
育
委
員
長

が
決
定

　

市
で
は
、
第
４
回
市
議
会
定
例
会

で
石
岡
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
を
受
け
た
、寺
門
信
行
さ
ん（
再

任
）
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
22
年
12
月
22
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

教
育
委
員
会
臨
時
会
で
、
教
育
委
員

長
に
、
柏
木
史
彦
さ
ん
が
引
き
続
き

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
22
年
12
月
24
日
か

ら
１
年
間
で
す
。

▲バス専用道の清掃活動をする会員ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
が
奉
仕
活
動

　
（
社
）
石
岡
地
方
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
木
村
芳
城
理
事
長
）
で

は
、
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
７
日
に
は
、
茨
城
空
港
入
口

に
パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ー
２
５
０

個
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
16
日

に
は
八
郷
総
合
支
所
と
八
郷
総
合
運

動
公
園
、
20
日
に
は
柏
原
・
国
府
・

上
池
公
園
、
21
日
に
は
山
王
川
と
茨

城
空
港
の
利
用
客
が
気
持
ち
よ
く
バ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
、
Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
バ
ス
専
用
道
）
の
石
岡
駅
か
ら

東
田
中
駅
ま
で
の
清
掃
活
動
も
行
い

ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
、
会
員
お
よ

そ
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

場
、
森
林
所
有
者
の
堀
江
さ
ん
が
協

力
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
40
人
ほ
ど
の
参
加
者

は
、
木
洩
れ
日
が
漏
れ
る
枯
葉
の
積

も
っ
た
林
の
中
で
、
間
伐
や
丸
太
切

り
の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
の
中
で
行
っ
た
た
き

火
や
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
探
し
に
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
ま
し

た
。
昼
食
に
は
、
イ
ワ
ナ
の
串
焼
き

を
ほ
お
ば
り
、
帰
り
に
は
森
の
中
の

清
流
に
イ
ワ
ナ
と
カ
ジ
カ
を
放
流
す

る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
一
日
で
し
た
。

石
岡
一
高
生
が
造
園
で

全
国
大
会
入
賞

　

10
月
23
日
、
24
日
に
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
で
行
わ

れ
た
第
48
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
の

の
競
技
職
種
「
造
園
」
で
、
石
岡
第

一
高
等
学
校 

造
園
科
３
年
の
野
田

美
光
さ
ん
と
、
同
校
卒
業
生
の
菱
沼

翔
太
さ
ん
の
組
が
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
競
技
は
、
全
18
組
36
人

が
出
場
し
、
競
技
課
題
の
施
工
図
に

示
さ
れ
た
庭
園
を
、
仕
様
に
基
づ
き

支
給
材
料
を
用
い
て
、
12
時
間
以
内

に
作
庭
す
る
こ
と
で
競
い
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も
の

の
、
同
校
か
ら
は
塀は

が和
賢
人
さ
ん
、

頼
富
翠
さ
ん
の
組
も
出
場
し
、
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
造
園
科
３
年
の
今
野

佑
美
さ
ん
は
、
７
月
22
日
に
鉾
田
農

業
高
校
で
行
わ
れ
た
第
62
回
茨
城
県

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会 

農
業

鑑
定
競
技
会
の
区
分
「
造
園
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
10
月
６
日
に
北
海

道
岩
見
沢
西
高
校
（
北
海
道
岩
見
沢

市
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第
61
回
日
本

学
校
農
業
ク
ラ
ブ 

全
国
大
会
の
農

業
鑑
定
競
技
会
に
出
場
し
、
造
園
部

門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

１３　 広報いしおか　№１２８



市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
12
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

３
０
０
件
（
△
35
）

・
死
者
数　
　
　

８
名
（
＋
４
）

・
負
傷
者
数　

３
７
５
名
（
△
45
）

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
、
△

は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

イ
ベ
ン
ト

市
営
霊
園
の
新
規
区
画

　
　
　
　

使
用
者
を
募
集

【
半
ノ
木
霊
園
】 

50
区
画

半
ノ
木
１
１
１
３
２
番
地
２

面
積　

５
㎡
（
２
m
×
2.5 

m
）

永
代
使
用
料　

31
万
６
０
０
０
円

申
込
資
格　

石
岡
市
に
１
年
以
上
住

所
を
有
す
る
人
で
、
戸
籍
の
筆
頭
者

２
月
15
日
～

　

筑
波
山
周
辺
の
そ
ば
打
ち
団
体
が

集
い
、
腕
を
競
い
合
う
「
第
３
回
筑

波
路
そ
ば
打
ち
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
そ
ば
打
ち
団
体

に
よ
る
お
い
し
い
手

打
ち
そ
ば
が
味
わ
え

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
で
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
11
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
で
す
。

場
所　

体
験
型
観
光
施
設
「
朝
日
里

山
学
校
」（
柴
内
６
３
０
）

「
第
３
回 

筑
波
路

　
　

そ
ば
打
ち
大
会
」

２
月
11
日

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
駐
車

場
を
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で
は

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
（
午
前

９
時
～
午
後
２
時
30
分
）
し
ま
す
。

主
催　

筑
波
ブ
ロ
ッ
ク
広
域
観
光
連

絡
協
議
会
、
石
岡
市
観
光
協
会

問
い
合
わ
せ

　商
工
観
光
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）

　

吊つ

る
し
飾
り
や
小
さ
な
着
物
な
ど

の
手
作
り
作
品
に
加
え
、
八
郷
地
区

の
保
育
所
や
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る

雛
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

体
験
会
や
催
し
物
も
あ
り
ま
す
。

展
示
日
時

２
月
20
日
（
日
）～
３
月
３
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

第
６
回「
柿
岡
の
雛ひ

な

ま
つ
り
」

２
月
20
日
～
３
月
３
日

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
詳
し
い
内
容
は
、
中
央
公
民
館
掲

示
板
と
広
報
い
し
お
か
２
月
15
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

柿
岡
地
区
公
民
館
（
担
当
：
恒
広
）

☎
０
９
０
・
４
１
２
１
・
８
５
６
０

ま
た
は
世
帯
主
の
人

・
永
代
使
用
料
は
一
度
限
り
の
納
入

で
す
。

・
管
理
料
は
毎
年
の
支
払
い
で
、
使

用
開
始
月
か
ら
の
月
割
り
計
算
と
な

り
ま
す
。（
年
間
２
５
２
０
円
）

・
埋
葬
で
き
る
の
は
焼
骨
ま
た
は
遺

骨
の
み
で
す
。

・
石
材
店
お
よ
び
寺
院
・
宗
派
の
指

定
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
墓
碑
な
ど
の
設
置
は
届
出
が
必
要

で
、
設
置
基
準
が
あ
り
ま
す
。

受
付
時
間

　２
月
15
日
（
火
）
以
降

の
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所　

環
境
対
策
課

＊
申
し
込
み
に
は
、
住
民
票
抄
本
・

認
め
印
・
永
代
使
用
料
・
管
理
料
が

必
要
で
す
。（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」

平
成
23
年
度

　

県
で
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
県
民
参
加
の
広
報
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、「
い
ば
ら
き
女
性
特
派

員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

・
県
内
在
住
で
、
平
成
23
年
４
月
１

広報いしおか　№１２８　１４

石岡市役所
　☎ 23 ー 1111
八郷総合支所
　☎ 43 ー 1111
石岡消防署
　☎ 23 ー 0119
八郷消防署
　☎ 43 ー 6491
火災情報
　☎ 24 ー 1818
テレホンサービス
　☎ 080-0800-7766

情報
ネットワーク
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消
印
有
効

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

県 

広
報
広
聴
課 

広
報
編
集
担
当

〒
３
１
０-

８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
２
８

ＦＡＸ
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
６
８

　

 koho3
@

pref.ibaraki.lg.jp

情報　ネットワーク

石岡・八郷学校給食センター

給食物資納入希望者へ
○届出資格　原則として市内の業者（個人または法人）
○給食物資
１．鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
２．豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー）
３．豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
４．野菜類（生野菜・いも類・果実類）
５．乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガリン
　　　　　　ジャムなど）
６．調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・ソース）
７．冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
８．その他（デザート類・生クリーム・納豆など）
※鶏肉類は、石岡給食センターのみで受け入れになり
ますので注意ください。
○提出書類
１．給食センターの給食物資納入指名参加願
２．市税完納証明書等
※納税義務のある法人代表者も市税を完納しているこ
とが追加要件となりました。窓口申請の際は、給食物
資参加指名願に使用する旨を伝えてください。
３．食品衛生監視票の写し（保健所発行のもの）
※食品衛生監視票は事前に保健所に依頼ください。
○提出先　学校給食課 市立石岡学校給食センター
　　　　　石岡市正上内 16-16
◎問い合わせ
・石岡学校給食センター　　☎ 22-6286
・八郷学校給食センター　　☎ 36-5252

○受付期間　２月７日（月）～18日（金）

元
気
い
ば
ら
き

　
　就
職
面
接
会

　

県
で
は
、
若
者
や
離
職
者
で
求
職

中
の
人
を
対
象
に
「
元
気
い
ば
ら
き

２
月
22
日

日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
女
性

・
公
務
員
、
議
会
の
議
員
で
な
い
人

・
取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応
じ

て
取
材
で
き
る
人

・
自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る
人

活
動
内
容

・
県
広
報
広
聴
課
が

定
め
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
取
材
し
、

広
報
紙
に
掲
載
す
る
原
稿
を
作
成

・
活
動
説
明
会
や
意
見
交
換
会
な
ど

へ
の
出
席

任
期　

４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま

で
の
１
年
間

募
集
人
員　

４
名

謝
礼　

年
間
12
万
円

応
募
方
法　

各
県
民
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
市
役
所 

企
画
課
に
備
え
て
あ
る

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
応
募
用
紙
」

に
所
定
事
項
を
記
入
の
う
え
「
応
募

理
由
」
と
「
地
域
の
話
題
」
を
そ
れ

ぞ
れ
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も

の
を
添
付
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

）
か
ら
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
送
信
も
可
能
で
す
。

応
募
締
切　

２
月
28
日
（
月
）
当
日

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　今
回
、
企
業
約
20
社
の
面
接
選
考

や
企
業
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　２
月
22
日
（
火
）

・
面
接
対
策
事
前
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

・
面
接
会　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

鹿
嶋
勤
労
文
化
会
館

　
　
　
（
鹿
嶋
市
宮
中
３
２
５-

１
）

対
象
者

　若
年
者
や
離
職
者
な
ど
の

求
職
者
（
学
生
は
除
き
ま
す
）

内
容

　事
業
所
ご
と
に
設
置
さ
れ
た

ブ
ー
ス
で
、
採
用

担
当
者
と
対
面
方

式
で
面
接
選
考
を

行
い
ま
す
。

※
面
接
対
策
事
前

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
人
は
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込

み
は
、（
株
）
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ス
へ
。

☎
０
２
９
・
８
６
０
・
５
０
８
０

問
い
合
わ
せ

県 

商
工
労
働
部 

労
働
政
策
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
４
５

　
 http://w

w
w

.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/syoukou/rosei/
h22m

ensetu/

HP
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自
衛
官
を
募
集

◆
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

応
募
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

み
含
む
）
は
、
28
歳
未
満
の
人

応
募
締
切　

５
月
６
日
（
金
）

試
験
日　

５
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

※
15
日
は
、
飛
行
要
員
の
み
。

採
用
時
期
　
平
成
24
年
３
月
・
４
月

◆
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

応
募
締
切　

５
月
６
日
（
金
）

試
験
日　

５
月
21
日
（
土
）

採
用
時
期　

平
成
24
年
３
月
・
４
月

◆
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

応
募
資
格

・
一
般
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

・
技
能
…
18
歳
以
上
で
、
保
有
技
能

に
応
じ
53
歳
〜
55
歳
未
満
の
人

応
募
締
切　

４
月
６
日
（
水
）

平
成
23
年
度

　
筑
波
山さ
ん
ろ
く麓
の
歴
史
と
文
化
の
街
並

み
や
筑
波
山
神
社
、
１
０
０
０
本
の

梅
が
咲
く
筑
波
山
梅
林
を
歩
き
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
45
分 

集
合

　
　
　

午
前
10
時
30
分 

ス
タ
ー
ト

集
合
場
所　

市
民
ホ
ー
ル
つ
く
ば
ね
（
旧
筑
波
庁
舎
）

　
　
　
（
つ
く
ば
市
北
条
５
０
６
０
）

対
象
者　

50
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で

定
員　

１
０
０
名

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

※
当
日
、
現
地
で
集
金
し
ま
す
。

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用

に
、
参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
・
住

県
南
・
県
西
地
域
親
善

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

３
月
５
日

　

デ
ジ
タ
ル
化
経
費
が
高
額
に
な
る

集
合
住
宅
共
聴
施
設
の
改
修
に
対
し

て
、
国
が
例
外
的
に
改
修
経
費
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
工
事
未
着
手

の
施
設
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
相
談
窓
口
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口

☎
０
５
７
０
・
０
９
３
・
７
２
４

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

ア
パ
ー
ト
な
ど
集
合
住
宅
へ

の
助
成
金
制
度（
三
次
募
集
）

地
デ
ジ
放
送
対
応
の
た
め

体
い
き
い
き

　
　
頭
は
つ
ら
つ
講
座

２
月
９
・
14
・
23
日

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
い
き
い
き

と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
元
気
な
体
と

頭
が
大
切
で
す
。
肩
こ
り
や
腰
痛
の

体
操
・
頭
の
体
操
を
、
み
ん
な
で
楽

し
く
や
り
ま
せ
ん
か
。
健
康
相
談
、

介
護
の
相
談
も

で
き
ま
す
。

内
容
・
日
時

・
体
い
き
い
き
！
肩
こ
り
・
腰
痛
予

防
講
座　

２
月
９
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

・
バ
ラ
ン
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

２
月
14
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

・
頭
は
つ
ら
つ
！
頭
の
体
操
講
座

２
月
23
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
医
師
か
ら

運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

定
員　

各
30
名

費
用　

無
料

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
月
１
日
か
ら
申
し
込
み
開
始
で
、

定
員
に
な
る
ま
で
、
随
時
受
け
付
け

ま
す
。（
１
回
の
み
の
参
加
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

℻  
３
５
・
１
１
３
２

試
験
日　

４
月
15
日
（
金
）
〜
18
日

（
月
）
の
１
日

訓
練　

一
般
は
３
年
以
内
に
50
日
、

技
能
は
２
年
以
内
に
10
日

問
い
合
わ
せ

・
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土

浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

　

 http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

ibaraki/

・
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

HP
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石
岡
都
市
計
画
・
八
郷
都

市
計
画（
案
）の
縦
覧

２
月
14
日
～
28
日

　

県
で
は
、
都
市
の
将
来
像
を
示
す

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
す
る
た
め
、
都
市
計
画
法
の
規

定
に
基
づ
き
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
案
に
対
し
、
意
見
の
あ

る
人
は
縦
覧
期
間
中
、
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

２
月
14
日
（
月
）
～
28

日
（
月
）　

※
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

縦
覧
場
所　

県 

都
市
計
画
課
・
市
役

　特定の産業に従事する労働者とその使用者に
適用される特定最低賃金が、次のように改定さ
れました。仮に労使双方が合意したうえで、最
低賃金額未満の賃金を定めた場合であっても、
その賃金は無効になり、特定最低賃金が適用さ
れます。（効力発生日：平成 22 年 12 月 31 日）

件　　　　名 時間額
鉄鋼業 793 円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業 778 円

計量器・測定器・分析機器・試験機・理
化学機械器具、医療用機械器具・医療用品、
光学機械器具・レンズ、電子部品・デバ
イス・電子回路、電気機械器具、情報通
信機械器具、時計・同部分品製造業

772 円

各種商品小売業 744 円

※次の１～３に該当する人は、特定最低賃金
の適用が除外され、茨城県最低賃金（時間額
690 円）が適用されます。
１．18 歳未満または 65 歳以上の人
２．雇い入れ後６月未満で、技能修得中の人
３．清掃、片付けの業務に主として従事する人

HP

■問い合わせ
　茨城労働局 労働基準部賃金室
　☎ 029-224-6216
　　  http://www.ibarakiroudoukyoku.go.jp/

茨城県の特定最低賃金が改正
 ～ 必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も ～

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
１
月
１
日
号
の
５

ペ
ー
ジ
秋
の
叙
勲
の
記
事
中
、
猪
膝

重
之
さ
ん
の
主
要
経
歴
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
元
航
空

自
衛
隊
中
部
航
空
警
戒
管
制
団
第
27

警
戒
群
司
令
」
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り

の
館
内
に
は
、
市
内
の
障
が
い
者
と

そ
の
支
援
者
で
運
営
す
る
売
店
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
売
店
は
、
タ
オ
ル
や

カ
ミ
ソ
リ
の
ほ
か
、
菓
子
類
、
パ
ン

な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
、
新
鮮

な
野
菜
の
朝
市
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

売
店
を
利
用
く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

い
ば
ら
き
公
共
交
通

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
月
～
３
月

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
返

信
用
に
代
表
者
の
送
り
先
を
記
入
の

う
え
、
送
付
く
だ
さ
い
。

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ

で
３
名
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

ま
た
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
締
切　

２
月
15
日
（
火
）
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
南
・
県
西
親
善
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
担
当　

山
元 

一
郎

〒
３
０
０
─１
２
３
７

牛
久
市
田
宮
２
─24
─20　

☎
０
９
０
・
４
９
１
６
・
７
６
２
９

　

県
内
全
市
町
村
と
県
、
交
通
事
業

者
お
よ
び
関
係
団
体
に
よ
り
構
成
す

る「
茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
」

で
は
、２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て「
い

ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
・
つ
く
り

方
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
に

「
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
県

所 

都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

　縦
覧
場
所
に
備
え

て
あ
る
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
の
い
ず

れ
か
で
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

２
月
28
日
（
月
）
必
着

意
見
書
の
提
出
先

茨
城
県
知
事 

橋
本 

昌
（
茨
城
県 

土

木
部 

都
市
計
画
課
扱
い
）
あ
て

〒
３
１
０
─８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
─６

問
い
合
わ
せ

県 

都
市
計
画
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
４
５
９
２

市
役
所 

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
１
４
）

内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
ほ

か
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」な
ど
、

地
域
ご
と
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
公
共
交
通
活
性
化

会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鉄
道
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
い
ば
ら
き
」（http://

w
w

w
.koutsu-ibaraki.jp/

）
で

確
認
く
だ
さ
い
。

◇
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

２
月
17
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

参
加
費　

無
料

◇
県
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

実
施
日　

２
月
９
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

県 

企
画
課 

交
通
対
策
室

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
５
３
６

１７　 広報いしおか　№１２８
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柏
原
運
動
施
設
自
主
事
業　
　

ゴ
ル
フ
教
室

　
初
心
者
で
も
経
験
者
で
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
に
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
！

■
講
座
内
容　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ

ス
ン　

全
２
回

■
日
時　

２
月
21
日（
月
）・
28
日（
月
）

　
　
　
　

各
午
前
９
時
〜
11
時　

■
場
所　

石
岡
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー　

 

　
　
　
　
（
八
軒
台
16-

64
）

■
講
師　

照
屋 

唯
明
さ
ん
（
石
岡

ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
所
属
）

■
募
集
人
員　

20
名

■
参
加
費　

全
２
回
分
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
ボ
ー
ル
代
含
む
）

■
準
備
す
る
物　

ク
ラ
ブ
（
ア
イ
ア

ン
）・
タ
オ
ル
・
運
動
で
き
る
服
装

■
申
込
先　
（
社
）
石
岡
地
方
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
３
３
９
９

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
自
主
事
業　
　

太
極
拳
講
座

　
太
極
拳
で
若
々
し
く
！

　
太
極
拳
は
血
の
流
れ
を
よ
く
し
、

肩
こ
り
・
腰
痛
・
ス
ト
レ
ス
解
消
・

集
中
力
ア
ッ
プ
な
ど
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
陳
代
謝
を
活
性
化
し
、

基
礎
代
謝
を
高
め
る
の
で
体
力
ア
ッ

プ
や
健
康
増
進
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
若

返
り
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼
講
座
内
容　

初
心
者
向
け
太
極
拳

講
座　

全
７
回

▼
日
時

 　
２
月
21
・
26
・
28
日

　

 

３
月
５
・
７
・
12
・
14
日　

　
　

各
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

・
月
曜
日　

１
階 

軽
運
動
室　

・
土
曜
日　

２
階 

集
会
室

▼
講
師　

長
谷
部 

恵
子
さ
ん 

　
　
　
　

太
極
拳
準
師
範
代

　
　
　
　
（
気
功
太
極
拳
楊
名
時
）

▼
募
集
人
員　

15
名

▼
参
加
費　

全
７
回
分
５
０
０
円　

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
費
な
ど
）

▼
申
込
先　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

☎
２
４
・
０
３
２
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
自
主
事
業　
　

料
理
教
室

　
身
近
な
食
材
を
使
っ
て
、
短
時
間

で
美
味
し
く
調
理
で
き
る
簡
単
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
忙
し
い
時
や
面

倒
く
さ
い
時
に
便
利
で
す
よ
。

◇
講
座
内
容　

お
手
軽
メ
ニ
ュ
ー

※
洋
食
、
３
〜
４
品
を
予
定

※
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
く
だ
さ
い

◇
日
時　

２
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◇
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

　
　
　
　

料
理
講
習
室

◇
講
師　

冨
田 

多
麻
枝
さ
ん

　
　
　
　
（
冨
田
料
理
教
室
）

◇
募
集
人
員　

12
名

◇
参
加
費　

５
０
０
円

◇
申
込
先　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

☎
２
４
・
０
３
２
２

●
募
集
締
切　

２
月
14
日
ま
で

●
参
加
資
格　

市
内
在
住

●
申
込
方
法　

申
込
先
に
直
接
か

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

講
座
や
教
室
に

気
軽
に
参
加
を

２
月
14
日
締
め
切
り

日
時　

３
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時 

受
付
開
始

　
　
　

※
小
雨
決
行

場
所　

体
験
型
観
光
施
設

「
朝
日
里
山
学
校
」（
柴
内
６
３
０
）

日
程　

開
会
式
（
午
前
９
時
30
分
）

＝
散
策
ス
タ
ー
ト（
午
前
９
時
45
分
）

＝
馬ば

れ
き
じ
ん

櫪
神

＝
菖
蒲
沢
薬
師
堂

＝
竜
神
（
折
り
返
し
）

＝
朝
日
里
山
学
校（
午
前
11
時
30
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昼
食
後
解
散

距
離　
　

約
４
㎞
（
約
２
時
間
）

参
加
費　

２
０
０
円
当
日
集
金

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
代
含
む
）

持
参
品　

雨
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

お
弁
当
（
お
に
ぎ
り
）、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
な
ど

※
昼
食
時
に
、
地
元
食
材
を
使
っ
た

豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
０
０
名
（
先
着
順
）

「
早
春
！
菖し

ょ
う
ぶ
ざ
わ

蒲
沢
薬
師
古
道
散
策
ハ
イ
キ
ン
グ
」

　

笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公
園
協
議
会

で
は
、
健
康
増
進
と
自
然
に
触
れ
合
う
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
筑
波
山
四
面
薬
師
の
一

つ
菖
蒲
沢
薬
師
を
め
ぐ
る
「
菖
蒲
沢
薬
師
古

道
散
策
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
険
加
入
の
都
合
上
、
申
込
時
に

参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

性
別
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
25
日
（
金
）
ま
で

※
参
加
者
に
は
笠
間
市
・
桜
川
市
・

石
岡
市
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
の
で
動
き
や
す

い
服
装
、
歩
き
や
す
い
靴
で
参
加
く

だ
さ
い
。

主
催　

笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然

公
園
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課 

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）

℻
４
３
・６
３
８
４

３
月
12
日
開
催
参
加
者
募
集

広報いしおか　№１２８　１８



結

　果

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

ス
ポ
ー
ツ

        

情
報
石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

11
月
21
日　

県
主
催
Ｇ
─１
大
会　

第
５
位　

石
岡
ク
ラ
ブ

11
月
26
日　

月
例
大
会　

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

城
南
チ
ー
ム

第
３
位　

あ
お
ば
チ
ー
ム

11
月
27
日　

県
主
催
ヘ
ル
シ
ー
大
会

コ
ー
ト
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

コ
ー
ト
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
11
月
の
結
果

八
郷
総
合
運
動
公
園

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

友
部　

章

準
優
勝　

高
砂　

康
雄

第
３
位　

長
谷
川　

昭
一

＊
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

根
本　

正

12
月
18
日

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

大
会

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

松
浦　

秀
雄

準
優
勝　

石
毛　

祥

第
３
位　

石
毛　

弘

＊
女
子
の
部

優　

勝　

富
田　

光
子

準
優
勝　

岡
本　

と
く

第
３
位　

千
葉　

初
子

11
月
24
日

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

準
優
勝　

山
崎　

芳
男

第
３
位　

菅
原　

治

＊
女
子
の
部

優　

勝　

竹
内　

勝
子

準
優
勝　

鈴
木　

敏
子

第
３
位　

梶
原　

サ
ク
子

22 単・市道B111号線
測量設計委託 片岡

希）      258
予）      254
落）      235

大栄
測量設計㈱

12.922 単・市道B6272号線
測量設計委託 真家

希）      247
予）      239
落）      228

㈲石岡技研

22 単・市道B107号線
測量設計委託 吉生

希）      226
予）      219
落）      210

㈲技研昭和

22 行政界・土地改
良復元測量業務委託

別所・
駒潜東
地区

予）      209
落）      200 昭和測量㈱

12.1022石岡地区道路台帳
補正業務委託

石岡地区
全域

予）      317
落）      310

国際航業㈱
水戸営業所

22八郷地区道路台帳
補正業務委託

八郷地区
全域

予）      158
落）      155 ㈱ GIS 関東

22 単・市道A5641号線
道路改良工事 高浜

希）   2,420
予）   2,303
落）   2,270

東亜興業㈱

12.2422 国補・市単特環合併
第 5号管渠工事 宮ヶ崎

希）   1,950
予）   1,856
落）   1,838

中沢機工㈱

22 国林第2号 半田線
林道開設工事 半田

希）   1,820
予）   1,769
落）   1,720

小桜建設㈱

22 風土記の丘
竪穴式住居 改築工事

染谷
1684番地

希）      239
予）      232
落）      227

㈱相澤
工務店

12.27

22 単・市道A0122号線
排水整備工事 第 2号 三村

希）   1,419
予）   1,379
落）   1,330

㈱松永
工務店

22単災・東大橋
排水路復旧工事 東大橋

希）      491
予）      477
落）      464

フクエンジニア
リング㈱

22 単・市道B5176号線
橋梁改修工事 瓦谷

希）      351
予）      343
落）      330

㈲鶴井建設

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

22 公下国補単独合併
第4号工事 正上内

希）   1,629
予）   1,585
落）   1,531

水研工業㈱

H22
12.9

21 単・市道B1437号線
排水整備工事 片野

希）      731
予）      718
落）      685

㈱川又
造園土木

21 単・市道B219号線
排水整備工事 嘉良寿理

希）    471
予）    448
落）    442

㈲イイムラ

22 単・市道B1467号線
排水整備工事 柿岡

希）      440
予）      424
落）      415

㈲アサヒ
設備

22 単・小幡地内
排水路整備工事 小幡

希）      401
予）      390
落）      379

㈲岡崎
工務店

22 単・市道A0110号線
道路改良工事

府中
四丁目

希）      245
予）      240
落）      227

㈲浅野
工務店

22 国補公下ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟ
ﾝﾌﾟ設置 第1号工事 正上内

希）      859
予）      828
落）      800

昱㈱
茨城支店

21防災情報通信設備
整備工事（全国瞬時
警報ｼｽﾃﾑ整備事業）

石岡
市役所

希）      287
予）      272
落）      195

㈱富士通ｾﾞﾈﾗﾙ
情報通信
ﾈｯﾄﾜｰｸ営業部

22 森林機能緊急回
復整備事業 間伐業
務委託（葦穂団地）

吉生
小幡
上曽

予）      317
落）      309

つくばね
森林組合

22 単・市道A2084号線
測量設計委託

碁石沢
根当

希）      468
予）      451
落）      436

北美測量㈱

22 単・市道B4014号線
測量設計委託 大増

希）      330
予）      324
落）      300

㈱明和技術
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
石岡営業所

22 単・市道A3060号線
用地測量委託

杉並
二丁目

希）      319
予）      309
落）      295

㈱ｱｰﾊﾞﾝｼｽﾃﾑ
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

12 月の入札結果12 月の入札結果

  ■問い合わせ  契約検査課 
　　　　　　　　　　☎ 23-1111（内線 263）

12
月
12
日

近
隣
親
善

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ

第
３
位　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

第
３
位　

Ｇ
Ａ
─Ｓ
Ａ
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生涯学習課

　

皆
さ
ん
は
、
茨
城
県
と
い
う
県
名

の
由
来
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代
に

編
集
さ
れ
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
に

は
、
茨

い
ば
らで
城
を
作
っ
て
戦
い
、
平
定

し
た
こ
と
か
ら
「
茨
城
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
そ
の
由
来
を

説
明
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
話
の
舞
台
と
な
っ

た
の
が
、
石
岡
市
の

「
茨ば

ら
き城
」
の
地
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
は
古
代
、
常

陸
国
茨
城
郡
に
、
な
か

で
も
石
岡
地
区
は
「
茨

城
郷
（
里
）」
に
属
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

茨
城
・
貝
地
・
田
島
に
あ
る
古
代
の

寺
院
跡
「
茨ば

ら
き
は
い
じ

城
廃
寺
」
か
ら

は
「
茨ば

ら
き
で
ら

木
寺
」
や
「
茨
い
ば
ら
で
ら
寺
」

と
墨
で
書
か
れ
た
土
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

古
代
か
ら
こ
の
地
が
「
茨

城
（
茨
木
）」
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
が
、
発
掘
資
料
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
岡
は
「
新

治
郡
」
で
「
茨
城
郡
」
は
水

戸
周
辺
の
こ
と
で
は
、
と
思

う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
れ
は
戦
国
の
時

代
を
制
し
て
、
常
陸
国
を
平

「
茨
城
」の

  

　
　地
名
発
祥
の
地

時
億記
の

シリーズ64

定
し
た
佐
竹
氏
が
太
閤
検
地
を
行
っ

た
と
き
に
、
国
府
所
在
地
で
あ
り
、

由
緒
の
あ
る
名
前
で
あ
る「
茨
城
郡
」

を
、
自
分
の
地
元
で
あ
る
水
戸
周
辺

の
名
前
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
代
わ
り
と
し
て
、
石
岡
は
新
治
郡

と
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

郡
名
が
現
在
の
県
名
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

茨
城
廃
寺
跡
出
土
の
「
茨
寺
」
と

書
か
れ
た
土
器
は
、
民
俗
資
料
館
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
一

丁
目
の
ス
ー
パ
ー
の
近
く
に
は
「
茨

城
の
地
名
発
祥
の
地
」
の
説
明
看
板

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
廃
寺
出
土
の

　
　「茨
寺
」
と
書
か
れ
た
土
器

▲

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

て
も
ら
え
ず
、
明
日
職
場
に
来
る
と

言
っ
て
い
る
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

・
買
う
気
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
会
わ

な
い
。

・
電
話
で
強
引
に
勧
め
ら
れ
て
も
毅

然
と
断
る
。
断
っ
た
の
に
「
何
時
間

も
説
明
さ
せ
て
営
業
妨
害
だ
」
と
脅

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
勧
誘
を

断
る
行
為
は
営
業
妨
害
で
は
な
い
の

で
、
は
っ
き
り
断
る
。

・
身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、
直

ち
に
１
１
０
番
す
る
。
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
た
、
脅
迫
さ
れ
た
、
契
約
を
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
被

害
届
を
出
す
。

＊
国
土
交
通
省
宅
建
業
者
検
索
ペ
ー
ジ

　

 http://etsuran.m
lit.go.jp/

TAKKEN
/

　

勤
務
先
や
自
宅
に
非
通
知
で
電
話

を
か
け
て
き
て
、
業
者
名
も
名
乗
ら

ず
に
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
宅
地
建
物
取

引
業
法
で
は
、
契
約
の
際
に
相
手
を

威い
は
く迫
し
て
は
い
け
な
い
、
電
話
で
長

時
間
勧
誘
し
相
手
を
困
惑
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】
電
話
で
し
つ
こ
く
勧
誘

さ
れ
最
後
は
怒
鳴
ら
れ
た
の
で
、
や

む
な
く
会
う
約
束
を
し
た
。
フ
ァ
ミ

レ
ス
で
２
時
間
も
断
り
続
け
た
ら
駐

車
場
で
暴
力
を
受
け
た
。

【
事
例
２
】
投
資
目
的
の
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
勧
誘
電
話
を
受
け
、
す
ぐ

断
り
電
話
を
切
っ
た
が
、
そ
の
後
も

４
～
５
回
電
話
が
あ
り
「
生
コ
ン
を

流
し
に
行
く
」「
車
で
ひ
き
殺
す
」

と
脅
さ
れ
た
。

【
事
例
３
】
勤
務
先
に
電
話
が
あ
り
、

「
年
金
や
老
後
の
生
活
設
計
に
興
味

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
聞
か
れ
話
を

聞
く
と
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘

だ
っ
た
。
断
っ
て
も
電
話
を
切
ら
せ

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
が
増
え
て
い
ま
す

マ
ン
シ
ョ
ン
の
悪
質
な
勧
誘
！

HP
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２
０
１
１
年
７
月
24
日
の
地
デ
ジ

完
全
移
行
に
向
け
て
、
地
デ
ジ
に
関

す
る
情
報
を
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

連
載
第
10
回
目
は
、
総
務
省
の
助

成
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
デ
ジ
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い

低
所
得
の
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯

や
支
援
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
支
援
の
対
象

　

ま
だ
地
デ
ジ
放
送
に
対
応
で
き

ず
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世

帯
が
対
象
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

世
帯

◆
支
援
の
内
容

　

地
デ
ジ
放
送
対
応
の
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給
付
し
、
対

象
世
帯
を
訪
問
し
て
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

設
置
を
行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修

工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
無
償
で

工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

支
援
の
申
込
書
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
全
額
免
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
総
務

省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
に
電
話
な
ど
で
請
求
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
役
所 

社
会
福
祉
課
に

も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　２
０
１
１
年
７
月

24
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

シリーズ �
地デジ放送視聴のため

低所得の世帯へ
支援を行っています

2011年７月24日　地上デジタル放送へ完全移行

■
問
い
合
わ
せ

　総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

1
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

☎
０
５
７
０
・
０
３
３
・
８
４
０

2
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援
に
つ
い
て

☎
０
５
７
０
・
０
２
３
・
７
２
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
０
５
８
８

（
平
日
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、

土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を

住
ま
い
に
訪
問
し
設
置
し
ま
す

必
要
に
よ
り
屋
外
ア
ン
テ
ナ
の

改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
世
帯
へ
の
支
援

◆
支
援
の
対
象

　

ま
だ
地
デ
ジ
放
送
に
対
応
で
き

ず
、「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」

が
対
象
で
す
。
な
お
、
支
援
を
受
け

る
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約

が
必
要
で
す
。

◆
支
援
の
内
容

　

地
デ
ジ
放
送
対
応
の
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給
付
し
ま
す
。

ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方
法
や

操
作
方
法
を
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
な
お
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設

置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
は
行
い
ま

せ
ん
。

◆
申
込
方
法

　

支
援
の
申
込
書
に
世
帯
全
員
が
記

載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
と
、
世
帯

全
員
分
の
市
町
村
民
税
非
課
税
証
明

書
を
添
付
の
う
え
、
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を

住
ま
い
に
配
送
し
ま
す

設
置
方
法
と
操
作
方
法
を
電
話

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
電
話
な
ど
で
請

求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
役
所 

市
民

課
、
税
務
課
、
八
郷
総
合
支
所 

市
民

窓
口
課
な
ど
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限　

２
０
１
１
年
７
月

24
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

❶
す
で
に
地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
で
き

る
機
器
を
設
置
済
み
の
世
帯
は
、
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

❷
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
地
デ
ジ
対

応
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
他
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
必
要
で
す
。
非
課
税
世
帯
向

け
支
援
は
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
の
み

で
す
。
ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
と
な

る
場
合
は
自
身
で
お
願
い
し
ま
す
。

❸
非
課
税
世
帯
で
あ
る
か
の
問
い
合

わ
せ
は
、
電
話
で
は
回
答
で
き
ま
せ

ん
。
お
手
数
で
す
が
、
市
役
所 

税

務
課
、
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口

課
ま
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

❹
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
か

つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
る
世
帯
の
場
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援
を
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
同
時
に
1
・
2

両
方
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

ま
せ
ん
。

❺
本
人
・
同
世
帯
の
人
以
外
が
窓
口

で
住
民
票
等
証
明
書
を
請
求
す
る
に

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
と
申
込
方
法
な
ど
は
、

対
象
世
帯
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
1
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援
、

2
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
専
用
電
話
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
願
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や
免
除

に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

1

市
町
村
民
税

　
　非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

2
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